
8
Kazuya
Oshima　2018年4月22日。全日本スーパーフォーミュ

ラ選手権開幕戦の決勝日の朝。宿から鈴鹿サーキ
ットに向かうクルマの中で、UOMO SUNOCO 
TEAM LEMANSの片岡龍也監督は、1本の電話
を受けた。『山田健二エンジニアがホテルで亡く
なった』。傍らにはドライバーの大嶋和也。電話
を切った片岡は、今聞いたばかりの話を大嶋に伝
える。何が何だか分からなかった。クルマがサー
キットに着くと大嶋は急いでピットへ。そこに
F3時代から何年も組んできた“健二さん”の姿
はない。訃報が現実だと分かると大嶋は控え室に
入り、目が真っ赤になるまで泣き続けた……。
　1987年4月30日に、ラリードライバーである
大嶋勝治の長男として生を受けた和也は3人兄弟
の真ん中で、姉と弟がいる。だが、小さい時から
父のラリーの現場に行くのはもっぱら和也。唯一
クルマに興味を示す子供だった。ただ、ラリー車
には免許がなくては乗れない。そのため、8歳の
頃から乗り始めたのがレーシングカートだった。
小学校の授業が終わると、校門に迎えに来る父。
その父と、自宅から30分ほど離れたカート場に
ほぼ毎日通い、1日に4時間も5時間もレンタルカ
ートで走った。とにかくカートもレースも楽しく
て仕方がなかった。全日本ジュニアカート選手権
では小林可夢偉や平手晃平と戦い、チャンピオン
を獲得。中学に上がると全日本選手権にステップ
アップし、そこでも数々のタイトルを物にする。
　その一方、FTRS（フォーミュラトヨタ・レー
シングスクール）を受講してスカラシップを獲得。
2004年にはフォーミュラトヨタで4輪レースデビ
ューを果たした。その後も大嶋は順調に階段を上
っていく。フォーミュラトヨタ2年目にはタイト
ルを獲得して、全日本F3にステップアップ。初

年度から3勝を挙げてシリーズ2位という活躍を
見せた。この時、大嶋は初めて山田エンジニアと
組んだ。最初はおっかなくて仕方がない存在だっ
た“健二さん”。だが、データの見方もセットア
ップの組み立て方も、何もかも教えてもらった。
当時、御殿場で一人暮らしを始めた大嶋は、毎日
チーム（トムス）の工場に出勤し、山田エンジニ
アと常に顔を合わせていた。ウーロン茶を飲みな
がら、深夜までの酒席に付き合い、厳しい説教を
受けることもたびたび。それだけ濃密な時間を2
人は送り、大嶋は2年目に全日本F3タイトルを獲
得。ヨーロッパへと旅立った。
　そのヨーロッパでの活動は、トヨタのF1活動
終了とともに、わずか1年で終了。大嶋は帰国し
て、トムスからフォーミュラ・ニッポンに参戦を
開始する。2年目には初優勝も果たした。そして、
3年目となる2011年には、チーム・ルマンに移籍。
そこには、一足先に移籍していた“健二さん”が
いた。2人はこの年から、スーパーGT500クラス
でもタッグを組むことになる。トップカテゴリー
に上がってきた大嶋と山田エンジニアの関係は、
次第にプロ同士の関わりへと発展。だが、大嶋の

移籍2年目。山田エンジニアはフォーミュラでは
他のドライバーを担当することになり、一方の大
嶋はクルマの不調に苦しんだ。結果、その年の終
わりには一旦シートを喪失することになる。
「ちゃんとした体制で乗れないならいいや」。そ
の時は余り悔しくなかった。だが、常にフォーミ
ュラの結果は気になる。次第にチャンスがあれば、
もう一度という気持ちが大きくなっていった。そ
して、フル参戦という意味では5年のブランクを
経て、同じチーム・ルマンからカムバック。もち
ろん“健二さん”ともう一度組みたかった。それ
でもチーム側の事情で初年度は組めなかった。そ
こから色々な根回しをして、ようやく山田エンジ
ニアと再度フォーミュラで組めるとなったのが昨
年。テストではなかなか思うようなセットアップ
が見つからず、開幕戦の予選結果も良くはなかっ
た。だがこの日、大嶋は「ようやく思うようなセ
ットアップの方向性になってきたと、“健二さん”
と話していたところだった」。その夜には山田エ
ンジニアが決勝に向けてのセットアップも用意し
てくれていた。だから、大嶋は悲しみを押し殺し
ながらレースを走った。気持ちの整理も何もでき

ていない。ただ、“健二さん”が用意してくれて
いたものを無駄にしたくはなかった。
　喪失感の残る中でのその後のシーズン。大嶋が
気づいたのは、「自分がいかに“健二さん”に甘
え、頼っていたか」。山田エンジニアには、何も
言わなくても大嶋の言わんとしていることが伝わ
っていた。好みのセットアップもすべて理解して
くれていた。だが、他のエンジニアと組む場合に
は、大嶋がすべて説明し、エンジニアとのコミュ
ニケーションを深めていかなければならない。山
田エンジニアを失ったことで、大嶋はドライバー
として「さらに一歩階段を上らなければいけな
い」と気づいたのだ。
　そして今年。チーム・ルマンには、山田エンジ
ニアの哲学をも知る阿部和也エンジニアが加入。
大嶋とまたイチからコンビネーションを作り始め
ている。2人は早くも第2戦オートポリスで表彰
台を獲得。2年前に3位表彰台を獲得したときの
ような燃費作戦ではなく、速さでもぎ取った結果
に大嶋も今までにない手応えを感じたという。今
後、この新コンビは、どんな上昇カーブを描いて
いくのか。物語は次の章へと続いていく。
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全日本スーパーフォーミュラ選手権 エントリーリスト（2019年7月9日時点）

DOCOMO TEAM
DANDELION RACING
ドコモ・チーム・ダンディライアン・レーシング

Nirei FUKUZUMI

山本尚貴

福住仁嶺

Naoki YAMAMOTO
1988年7月11日生／栃木県 

1997年1月24日生／徳島県 

昨年の最終戦で劇的
な逆転勝利により、
2013年以来2度目の
王座に輝いた。今季
8 年 間 在 籍 し た
TEAM MUGENを
離れ、新天地でも実
力を発揮。第3戦で
優勝した。

スーパーフォーミュ
ラには昨年デビュー
したが、F1 直下の
F2 とのかけもちだ
ったためフル参戦は
今季が初めて。山本
とともにチームを移
り、第2戦で初入賞、
第3戦でも入賞した。

8
Kazuya OSHIMA大嶋和也 1987年4月30日生／群馬県 

2 0 1 1 ～ 1 2 年 に
TEAM LEMANSに
在籍し、2017 年よ
り再びチームに加入。
名門復活へ向けてチ
ームを牽引する。今
季は第2戦で3位入
賞。さらなる躍進が
期待される。
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UOMO SUNOCO
TEAM LEMANS
ウオモ スノコ チーム ルマン

Artem MARKELOV

アーテム・マルケロフ
1994年9月10日生／ロシア 

レーシングカートか
ら、フォーミュラレ
ースに進み、ドイツ
F3やGP2、F2で戦
ってきた。F2 では
一昨年シリーズ2位。
昨年は、ルノー F1
のテストドライバー
も務めた。

18
carrozzeria Team KCMG
カロッツェリア チーム ケーシーエムジー

小林可夢偉 Kamui KOBAYASHI
1986年9月13日生
兵庫県 

F1で活躍後、2015
年にスーパーフォー
ミュラへ。優勝目前
まで行きながらまだ
勝利はないが、今季
は第3戦で2位入賞。
2016 年からは世界
耐久選手権（WEC）
でも活躍している。
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KONDO RACING
コンドー レーシング

Kenta YAMASHITA

Yuji KUNIMOTO

山下健太

国本雄資

1995年8月3日生／千葉県 

1990年9月12日生／神奈川県 

2016年に全日本F3
王者となり、翌年ス
ーパーフォーミュラ
に。その年の第4戦
もてぎで初のポール
ポジションを獲得。
今季開幕戦で3位表
彰台、第2戦、第3戦
と連続入賞している。

2016 年に初優勝を
含む2勝を挙げて王
座に就いた、現役で
は最年少のチャンピ
オン。今季、8年間
在籍したセルモイン
ギングから移籍し、
第2戦でポールポジ
ションを獲得した。
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REAL RACING
リアル レーシング

塚越広大 Koudai TSUKAKOSHI
1986年11月20日生／栃木県 

2012 年にチャンピ
オンを争い、惜しく
も2位に。翌年から
現チームに移籍し戦
ってきた。開幕戦に
出場したトリスタン
・シャルパンティエ
に代わり、第2戦か
ら復帰した。
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TEAM MUGEN
チーム・ムゲン

Patricio O'Ward

Tomoki NOJIRI

パトリシオ・オワード

野尻智紀

1999年5月6日／メキシコ 

1989年9月15日生／茨城県 

ダニエル・ティクトゥムに
代わり、今大会から新規参
戦。昨年、アメリカのイン
ディライツシリーズでチャ
ンピオンを獲得。今年はイ
ンディカーシリーズに参戦
している。

デビューした 2014
年に初優勝し、一躍
注目の存在に。翌年
から毎年ポールポジ
ションを獲得と速さ
は折り紙つき。5年
間在籍したチームか
ら今季移籍し、開幕
戦で4位を獲得。

http://www.naoki-yamamoto.com

https://twitter.com/nirei_fukuzumi

https://twitter.com/oshima_kazuya

http://amarkelov.com http://www.kamui-kobayashi.com/

http://kentayamashita.jp

http://yujikunimoto.com

http://www.tsukakoshikoudai.net/

https://twitter.com/tomoki_nojiri

http://www.patriciooward.com
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DOCOMO DANDELION M1S SF19

DOCOMO DANDELION M5Y SF19

ORIENTALBIO KONDO SF19

ORIENTALBIO KONDO SF19

UOMO SUNOCO SF19

UOMO SUNOCO SF19

KCMG Elyse SF19

TEAM MUGEN SF19

REAL SF19

TEAM MUGEN SF19

まずは予選Q１が第一関門。富士ならではの戦略に注目
　

　昨年は厳しい暑さとなる中、ニック・キャシディが初
優勝を果たしたこのレース。今年はどのような争いが繰
り広げられるのか。7月に入ってからも、富士スピード
ウェイ周辺は曇りや雨の梅雨空が続いているが、チーム
とドライバーの熱気が灰色の雲を吹き飛ばしてくれるこ
とを期待したい。
　さて、その富士では3月下旬に今季からのニューシャ
シーSF19を使用しての合同テストが2日間に渡って行わ
れた。つまり各チーム、ドライバーにとっては、久々に
走行データが豊富なサーキットに戻ってくることになる。
そのテストでは、現在ランキングトップのディフェンデ
ィングチャンピオン、山本尚貴が1分21秒742という2
日間の総合トップタイムをマーク。これに約100分の6

秒という僅差で続いたのが、現在ランキング3位につけ
る山下健太だ。さらに、平川亮、小林可夢偉、アレック
ス・パロウ、ニック・キャシディと続いたが、トップか
ら18番手までのベストタイムが1秒以内。例年通り、富
士ではタイム差が非常に接近している。
　この傾向は今年の予選でも顕著に現れるだろう。わず
かコンマ1秒、あるいは100分の数秒が、各ドライバー
の明暗を分けるはずだ。特にQ1では20台が一度にコー
スインするため、うまくスペースを作ってアタックでき
たか、タイヤを思い通りに温められたかどうかによって
結果が大きく変わってくる。今年はこのQ1で8台が敗
退するため、各ドライバーにとって、ある意味最難関と
いってもいい。前戦のSUGOでは10台ずつ2組に別れて

Q1が行われたが、実力派ドライバーの多くがまさかの
敗退。また、その後のQ2を経て、Q3に残った8台のう
ち7台がホンダエンジンユーザー勢となり、トヨタエン
ジンユーザーは可夢偉1人という意外な結果となった。
しかし、富士はトヨタのホームコース。今回の予選では
巻き返しを図ってくるのかどうかが見どころの一つだ。
　また、富士では決勝の展開が違ってくるはず。前戦の
SUGO、また第2戦のオートポリスでは、オープニング
ラップを終えて早くもピットインするドライバーが複数
名いた。そこから燃費をセーブしつつ、見えないタイム
差を削っていくという作戦。実際、それによって大きく
ポジションを上げたドライバーもいた。しかし、富士で
は燃費の問題から、この作戦は取れないのではないかと
思われる。そうなると、まずは予選のポジションが重要
になってくる。とは言うものの、富士は比較的オーバー
テイクがしやすいコース。今季、運用が変わったオーバ
ーテイクシステムによって、抜きつ抜かれつのバトルも

生まれる可能性がある。ラップタイムから考えて、一度
オーバーテイクシステムを作動させると、次の周は使え
ない。そのため、一旦オーバーテイクシステムを使って
前車を追い越したドライバーが、次の周には逆に追われ
る立場となる場合も出てきそうだからだ。そのあたりの
駆け引きも注目のポイントだ。
　ここまでの3戦はキャシディ、関口雄飛、山本と毎回
勝者が違うが、今回の富士でも新たな勝者は誕生するの
か。テストからの速さがまだ結果に結びついていないパ
ロウや開幕戦ポールポジションの牧野任祐が上位に食い
込んでくるのか。いずれも2度のタイトルを獲得してい
る中嶋一貴や石浦宏明が、そろそろ本領を発揮するのか。
あるいは今年も常に上位での争いを見せている可夢偉が
いよいよ初優勝を果たすのか。その他にも、注目すべき
ドライバーは多い。その中から誰が抜け出してくるのか、
シーズン折り返しの富士戦は今後の流れを決める上でも
重要な1戦となる。
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39坪井 翔
Sho TSUBOI
1995年5月21日生
埼玉県 

昨年、圧倒的な速さ
と強さ全日本 F３王
者に輝き、今季スー
パーフォーミュラに
デビュー。開幕戦で
5 位初入賞と注目の
存在だ。 スーパー
GTでも今季GT500
クラスへ昇格した。

38
JMS P.MU/CERUMO・INGING
ジェームス ピーエムユーセルモインギング

石浦宏明 Hiroaki ISHIURA
1981年4月23日生／東京都 

2015、17年のチャ
ンピオン。現役では
最年長ながら実力は
トップレベルにあり、
昨年も第5戦もてぎ
で優勝し、最終戦ま
でチャンピオンを争
った。3度目の王座
獲得を狙う。

65

64
TCS NAKAJIMA RACING
ティーシーエス・ナカジマレーシング

Alex PALOU
アレックス・パロウ

牧野任祐

1997年4月1日生／スペイン 

Tadasuke MAKINO

1997年6月28日生／大阪府 

2017年に全日本F3で鮮烈
デビューし、年末のスーパ
ーフォーミュラルーキーテ
ストでも速さを顕示。昨年
はユーロF3を戦い、今季
スーパーフォーミュラ初参
戦。第2戦で6位初入賞。

カート時代に頭角を
現し、2016 年に全
日本 F3 へ。ユーロ
F3を経て昨年はFIA 
F2 を戦い、日本人
初のレース1優勝。
今季デビューの開幕
戦でポールポジショ
ンを獲得した。

20

19
ITOCHU ENEX TEAM IMPUL
イトウチュウエネクス チーム インパル

関口雄飛

平川 亮

Yuhi SEKIGUCHI
1987年12月29日生／東京都 

Ryo HIRAKAWA
1994年3月7日生／広島県 

スーパーフォーミュ
ラにデビューした
2016年に2勝し、翌
年2勝、昨年も1勝
する活躍ながらまだ
タイトルの経験はな
い。今季も第2戦で
優勝、初のチャンピ
オン獲得を目指す。

2013年に19歳でス
ーパーフォーミュラ
にデビュー。昨年
2015年以来3年ぶり
に復帰し、初のポー
ルポジション、2度
の表彰台と光る走り
を見せた。今季は初
優勝が期待される。

37

36
VANTELIN TEAM TOM'S
バンテリン チーム トムス

Nick CASSIDY

中嶋一貴

ニック・キャシディ

Kazuki NAKAJIMA
1985年1月11日生／愛知県 

1994年8月19日生／ニュージーランド 

2012、14年のチャ
ンピオン。父は元
F1 ドライバーでナ
カジマ・レーシング
の中嶋悟監督。自身
もかつて F1 で活躍
した。昨年に続きル
・マン 24 時間レー
スで2連覇を遂げた。

2017 年にスーパー
フォーミュラにデビ
ュー、昨年は富士で
初優勝し、タイトル
を争った。今季、コ
ンドー レーシングよ 
り移籍し、開幕戦で
優勝。新チームで再
び王座獲得を目指す。
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B-Max Racing with motopark
ビーマックス・レーシング  ウィズ モトパーク

Lucas AUER

Harrison NEWEY

ルーカス・アウアー

ハリソン・ニューウェイ

1994年9月11日生／オーストリア 

1998年7月25日生／イギリス 

ドイツ&ヨーロッパ
F3を経て、DTM（ド
イツツーリングカー
選手権）で活動。
今季、初参戦し、
第 3 戦で 3 位に入っ
た。元F1ドライバー、
ゲルハルト・ベルガ
ーの甥に当たる。

ジュニアフォーミュ
ラ、F3 を経て、昨
年はスポーツカーレ
ースに参戦。今季、
日本のレースに初参
戦を果たす。父はレ
ーシングカーデザイ
ナーのエイドリアン
・ニューウェイ。

http://xyz-one.jp/tsuboi/

https://ameblo.jp/ishiura/

https://www.alexpalou.com

http://team-tadasuke.com/

https://twitter.com/yuhisekiguchi

https://twitter.com/ryohirakawa

http://www.kazuki-nakajima.com/

https://twitter.com/nickcassidy_

https://twitter.com/lucasauer1

https://www.harrisonnewey.com
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ITOCHU ENEX
TEAM IMPUL SF19

ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF19

VANTELIN KOWA
TOM’S SF19

VANTELIN KOWA
TOM’S SF19

JMS P.MU/
CERUMO・INGING SF19

JMS P.MU/CERUMO・INGING SF19

TCS NAKAJIMA RACING SF19

TCS NAKAJIMA
RACING SF19

Red Bull SF19

GOLDEX TAIROKU
RACING SF19

アウト側から大外刈りで抜いていくというパターンも出
てきましたね。OTS（オーバーテイクシステム）を使
うタイミングによって、抜きつ抜かれつのバトルになる
可能性もあると思います。
　コカ・コーラコーナーは国内屈指の高速コーナー。高
い速度で入って、そのまま抜けていくので、コース幅は
目いっぱい使います。予選だとトラックリミット（走路
内）をオーバーするドライバーも結構いますよね。ダウ
ンフォースを活かして、思い切り飛び込んでいくコーナ
ーです。ボトムスピードで時速200km近いと思いますね。
　続くトヨペット100Rコーナーは、今のSF19だとほぼ
全開に近いでしょうけど、SUGOの最終コーナーに次
ぐぐらい、ものすごいGがかかるコーナー。ライン取り
は結構個性が出ますね。ただ、ハイパワーのクルマは少
し小回りな感じ。出口で膨らみ過ぎずに、ヘアピン（ア
ドバンコーナー）に向けて外からまっすぐにブレーキン
グに入ります。ライン取りは人によって差がありますね。
300Rに向けてのスピードがすごく大切なので、立ち上
がりが重要です。そこからは全開で時速250～260kmぐ
らいまで出ているところから、ダンロップコーナーに向
けてフルブレーキングで6速から1速、2速まで落として
行きます。ここでは一つ目できっちりインにつくのが大
切。ここから上りになるので、2つ目の立ち上がりも重
要です。クルマによってトラクションのかかり具合の良

し悪しがありますね。
　次の13コーナーは逆バンクがついていて、先が見え
づらいコーナー。ブレーキからターンイン（直進状態か
ら旋回に移行していくこと）でリヤの姿勢が乱れやすい
ですね。ライン取りはアウト・イン・アウトですけど、
割と早めに寄っていかないとインにつけません。出口は
アウトを思い切り使って立ち上がります。最後のGRス
ープラコーナーとパナソニックコーナーはいずれも複合

コーナー。ブレーキングの時点から旋回が始まっていま
す。入口は広めにラインを取って早めにインにつき、い
ずれも直線的に立ち上がりたいんですけど、タイミング
が取りづらい。突っ込みすぎるとリヤが流れますし、ブ
レーキで止めすぎるとアクセルを踏めない時間が出てき
てしまうので、リズムが取りづらいんですよね。ただ、
最終コーナーは、直線につながる一番大事なコーナー。
ここもドライバーによって個性が出る場所ですね。

※ティルケ・サーキット：近年多くのサーキット設計を手掛け
たヘルマン・ティルケによるコースのレイアウトは、長いスト
レートと難しいテクニカルなコーナーが特徴とされ、手掛けた
コースがそう呼ばれる。富士のコース改修も手掛けた。

OTSで抜きつ抜かれつのストレート
千 代 勝 正 が 語 る 富 士 スピード ウェイ

　富士の名物はやっぱり
1.5kmのストレート。国

内で最高速が出るのが特徴
です。昔は超高速サーキッ

トでしたが、今ではダンロップ
コーナーから先のセクター3がテクニ

カルになって、そのコーナーの形が、まさに“ティル
ケ・サーキット”（※）ですよね。単純に曲がっている
というのではなく、入口と出口でR（カーブの半径）が
変化しますし、少し意地悪なコーナーが続くんですよ。
　まずストレートから1コーナー（TGRコーナー）への
ブレーキングは110～120m手前ぐらい。それだけ奥で
ブレーキングに入るんですが、時速310kmぐらいから
時速70～80kmぐらいまで一気に減速するので、すごく
ブレーキングG（重力）がかかります。ストレートでタ
イヤが冷えますし、スピードを稼ぐためにダウンフォ
ースも他のコースより少なめなので、ブレーキがロッ
クしたり不安定になりやすく、ドライバーにとっては
難しい場所です。1コーナーのライン取りはアウト・イ
ン・アウトですけど、中間から出口にかけては下って
いるので中間でフロントのグリップが抜けやすい。そ
れに下っているので出口が見えにくいんです。ただ、
もちろん1コーナーはオーバーテイクポイントでもあり
ます。以前はイン側が防御ラインでしたけど、最近は

過去3年の結果（優勝者｜PP）

2018 N.キャシディ
（ORIENTALBIO KONDO SF14）

N.キャシディ
（ORIENTALBIO KONDO SF14） 2017 石浦宏明

（P.MU/CERUMO・INGING SF14）
国本雄資

（P.MU/CERUMO・INGING SF14） 2016 J.P.デ・オリベイラ
（ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF14）

S.バンドーン
（DOCOMO DANDELION M41S SF14）

千代勝正（ちよ かつまさ）
昨年まで全日本スーパーフォーミュ
ラ選手権に参戦し、今季はインター
ナショナルGTチャレンジにフル参
戦する現役ドライバー。今季は全日
本スーパーフォーミュラでピットレ
ポーターとしても活躍する。

全長：4.653km
コースレコード：1’22.572 
A.ロッテラー（PETRONAS TOM'S SF14）  
2014.5.17

COURSE DATA



年間パスの販売や各大会ごとのオリジナルチケット販売
など、ファンクラブならではのサービスを予定! 詳しくは
オフィシャルサイト（https://superformula.net/sf2)内のファ
ンクラブページをご覧ください

オフィシャルファンクラブ CLUB F
新規会員受付中!

7月14日（日）
8:10- 8:30 TCR 予選

8:40- 9:20 SUPER FORMULA フリー走行

 9:50- N-ONE 決勝［7Laps］

10:40-11:20 ピットウォーク

11:55- TCR サンデーレース決勝［23min+1Lap］

13:45- SUPER FORMULA 決勝［55Laps］

16:05- F3 第12戦 決勝［21Laps］

7月14日（日）
7:30- 7:45 オープニングステージ　MC：水村リア、笠原美香

7:45- 8:00 サーキットクイーンステージ
出演：富士スピードウェイイメージガール クレインズ　MC：水村リア、笠原美香

9:20- 9:50 レースクイーンステージ　出演：各チームレースクイーン　MC：水村リア、笠原美香

10:25-10:40 SFポールポジションドライバートーク
出演：ポールポジション獲得ドライバー　MC：水村リア、笠原美香

11:00-11:15 SF決勝直前トーク　出演：千代勝正　MC：水村リア、笠原美香

12:00-12:15 SFビギナーズトーク
出演：YOKOHAMA promotional models＆スペシャルゲスト　MC：笠原美香

15:30-15:50 テクノロジーラボラトリー　
出演：優勝チームエンジニア、両角岳彦、浅見理美　MC：水村リア、笠原美香

16:00-16:15 SF優勝ドライバートーク　出演：優勝ドライバー　MC：ピエール北川、水村リア、笠原美香

タイムスケジュールTIME SCHEDULE

8:00- 8:15 KART 予選

8:25- 8:55 F3 予選

9:05-10:05 SUPER FORMULA フリー走行

10:20-10:40 TCR 予選

10:50-11:30 ピットウォーク

11:50-12:10 N-ONE 予選

12:32- KART 決勝［7Laps］

13:45- F3 第11戦 決勝［15Laps］

14:45-15:05 SUPER FORMULA 公式予選（Q1）

15:15-15:22 SUPER FORMULA 公式予選（Q2）

15:32-15:39 SUPER FORMULA 公式予選（Q3）

16:10- TCR サタデーレース決勝［23min+1Lap］

17:05-17:35 キッズピットウォーク

7月13日（土）
RACE レース

7:45- 8:00 オープニングステージ　MC：水村リア、笠原美香

8:15- 8:30 サーキットクイーンステージ
出演：富士スピードウェイイメージガール クレインズ　MC：水村リア、笠原美香

11:00-11:15 SF予選直前トーク　出演：千代勝正　MC：水村リア、笠原美香

12:10-12:30 WEC 富士トークショー
出演：中嶋一貴選手、小林可夢偉選手、寺田陽次郎WECアンバサダー　MC：勝又智也

12:35-12:55 SFドライバートーク　出演：福住仁嶺選手、坪井翔選手　MC：水村リア、笠原美香

13:05-13:20 SFビギナーズトーク
出演：YOKOHAMA promotional models＆スペシャルゲスト　MC：水村リア、笠原美香

14:00-14:30 レースクイーンステージ　出演：各チームレースクイーン　MC：水村リア、笠原美香

17:05-17:25 テクノロジーラボラトリー　出演：両角岳彦、浅見理美、スペシャルゲスト　MC：笠原美香

7月13日（土）
EVENT イベント

※スケジュール、内容、出演者等は予告なく変更、中止になる場合があります。

B-Max Racing with motopark
本山 哲

Q：今季はチーム体制が変わりました。
「今年は（ヨーロッパの）モトパークとジョ
イントしています。新しい形で日本のモータ
ースポーツに参戦するのはすごく興味深いし、
この大きなプロジェクトを形にして結果につ
なげていくという部分では楽しみなので、や
りがいがあります。一方で、彼らと目指すと
ころは同じでも、その方法が日本のチームと
やり方が違ったりするのは興味深いです。仕
事は一生懸命やっています。他のチームより
も夜遅くまで作業もしてますね。ただ、まだ
日本のスーパーフォーミュラのクルマとタイ
ヤ、サーキットに対して、まだフィットして
いない部分があるのも事実です」
Q：日本のスタッフは戸惑っていませんか？
「どうしても“言葉の壁”はありますよね。
でもそれはお互いさま。具体的にはクルマの
整備の仕方やアライメントの取り方も違った
りします。確かに作業の進め方が違っていた
ので、オフシーズンのテストや開幕戦あたり

すごく力を持っている。当然、時間をかけれ
ばいい結果も出るでしょう。けれど、このカ
テゴリーはシーズン中のテストが一切なく、
走る時間もごく限られる。その中でいかに効
率よくいい結果を得るかを考えると、僕がす
べての部分で対応すべきですよね。基本的に
は、“聞かれた質問に対して答えられないこ
とはない”と思ってますし。日本のサーキッ
トは全部知ってるし、スーパーフォーミュラ
のこともよくわかっている。僕が持っている
ノウハウや考えを使うことで、うまく結果に
繋げられたらと思いますね」

までは、まだそのすり合わせがうまく行って
ませんでした。ただ、チームの軸足はモトパ
ークにあるので、一緒に時間を過ごしながら
『ここはこういう方がいいんじゃないか』と、
ミーティングでお互いにちゃんと意見を出し
合い、その中でどれがいい形か試行錯誤しな
がらこれまでやって来ています」
Q：チームドライバーに対しては？
「ふたりにとって初めてのスーパーフォーミ
ュラ。速さの面は他のカテゴリーからステッ
プアップしてきた状態ですが、体力の面では
昨年の12月のテストの時点から一切不安は
ありませんでしたね。首が痛いとか腕が上が
るなどということはなく、事前に戦いがタフ
になることを想定してしっかりと準備をして
来ていたので、その点は感心できました」
Q：モトパークは“ドライバー本山”から
のフィードバックを期待しているのでは？
「向こうにとって、すべてが初めてのことば
かり。とはいえ、チームスタッフのみんなは

Q：チームとして試行錯誤が続く中、監督
としての当面の目標は？
「大半がベテランチームという日本のトップ
フォーミュラの中で、チームとしてゆくゆく
はトップ3に入れるように……という思いが
あります。もちろん、僕個人としては日本人
の速いドライバーが出てきて欲しいのですが、
外国人ドライバーの参戦が増えてることによ
って、いろんな意味で全体が切磋琢磨してレ
ベルが上がって欲しいという気持ちもありま
す。それだけ世界中から注目されていること
は、すごくおもしろいことですからね」

もとやま・さとし
1971年3月4日生まれ、東
京都出身。
幼少期からポケットバイク
に乗り、その後レーシング
カートを経て、1990年に4
輪デビュー。ステップアッ
プクラスで活躍し、96年
に全日本選手権フォーミュ
ラ･ニッポンへ初参戦。98、
2001、03、05年と4度シ
リーズ制覇を達成し、通算
勝利数および通算PP獲得
数は歴代1位。全日本GT
選手権＆SUPER GTでも3
度タイトルを獲得している。

聞かれた質問に対して答えられないことはない

SHORT INTERVIEW

走行結果やインタビュー、その他リリースなど。随時最新情報を掲載！
http://superformula.net

リザルトやコメントを見るなら……

オフィシャルサイト

観戦中の情報収集は

http://superformula.racelive.jp/

順位、ラップタイム、セクタータイム、位置情報などがひ
と目でわかる無料アプリ。場内放送も聞けて非常に便利！

レースの状況を把握するなら……

公式アプリ

記事やダイジェスト動画は……

スーパーフォーミュラオフィシャルfacebook
●Facebook

https://www.facebook.com/superformula.official

YouTube公式チャンネル
https://www.youtube.com/user/superformulavideo

公式ハッシュタグは「#sformula」

リアルタイムな情報収集には……

Twitter
SUPER FORMULA公式アカウント @super_formula

TOYOTA GAZOO Racing @toyota_gr

HondaモータースポーツLive @hondajp_live

TV放映／映像配信

大会終了10日後よりスーパーフォーミュラの決勝
レースを全戦オンデマンドにて無料配信予定。

GYAO!

http://gyao.yahoo.co.jp/sports/

全7戦の予選と決勝の模様をライブ中継。再放送
やレースダイジェストも放送します。

J SPORTS 『スーパーフォーミュラ2019』

○放送時間：7月13日（土）　午後2時30分～ J SPORTS 3
　　　　　　7月14日（日）　午後1時15分～ J SPORTS 3

今年は昨年までの生放送から決勝レース当日の午後5時～6時55分という、
より視聴者の多い時間帯での録画放送に変更し、レースの見どころ、ルー
ル解説、レース終了時の総括、そして表彰式まで、決勝レースの全体像を
キチンと視聴者の皆様にご覧いただきます。実況はフジテレビでのモータ
ースポーツ実況経験を持つ塩原恒夫が担当。解説にはレーシングドライバ
ーの土屋武士があたります。また現役ドライバーでもある千代勝正がピッ
トレポーターを務めます。

BSフジ 決勝レース中継
 『2019スーパーフォーミュラ選手権 第4戦富士スピードウェイ』

○放送時間： 7月14日（日）　午後5時00分～6時55分

スーパーフォーミュラの情報番組としてホットな話題を提供する「スーパー
フォーミュラGO ON!」。今年は、国内外から多くの若手ルーキーなど注
目ドライバーにフォーカスを当て、彼らにゆかりのある選手や監督をゲス
トに迎えてお送りします。番組の進行役は本田朋子アナ、ナレーターは乃
木坂46の樋口日奈が担当します。

BSフジ 『スーパーフォーミュラ GO ON!』

○放送時間： 第5回　8月 9日（金）  夜　11時00分～11時55分
8月11日（日）  深夜 1時00分～ 1時55分（再放送）

全日本スーパーフォーミュラ選手権
第4戦 富士スピードウェイ 公式プログラム販売中
西ゲート、総合案内所、総合案内所前チケット
ブース、WEC富士PRブ ース、レストラン
“ORIZURU”で販売しています。 価格：1,000円（税込）

世界が注目する国内トップフォーミュラ、SF14ラスト
イヤーとなる激動の1年間を振り返る。2018年シーズン
の全7戦をダイジェストで収録。完全保存版！

特典映像：SUPER FORMULA 2018 
シーズンPV、SF19 デモラン（佐藤琢
磨&中嶋一貴・ランデブー走行）

SUPER FORMULA OFFICIAL SHOP

全日本スーパーフォーミュラ選手権
2018年総集編DVD発売中!

価格：5,400円（税込）

お求めは

場内売店
か

公式サイト
へ!
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